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＜連絡事項＞
・特記事項無し
＜患者様連絡事項＞
・切無沢　クマ様～家族から依頼されていた肺炎球菌ワクチンは、主治医の許可あった為、本日施行している。
・鹿原　博夫様～ネオヨジンゲル外用薬3本処方されている。
・和田　昌様～セフジトレンピボキシルは、本日昼で飲み切り中止となる。炭酸リチウムは中止となり、リーマスが2T→4Tへ増量となっている。
・小向　静江様～点滴は同内容で10/30迄、継続、処方となっている。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・藤井　崇史様～終日隔離中。午前・午後2時間ずつ開放観察実施。開放中に妄想言動あるが他者とのトラブルはなく対応も穏やか。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・澤村　彬様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつ開放観察実施。傾眠がちであり隔離中はほとんど臥床し過ごす。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善が出来るよう看護介入を行っていく。
・和田　昌様～終日隔離中。バイタルサイン異常なし。食事は食べたくないと朝食はほとんど手をつけず。昼食は1/2程度摂取。時折大声で叫んでいるが、ほとんど臥床し過ごす。引き続き精神症状と身体症状の観察を行うとともに、感染対策を徹底し早期に状態が改善出来るように看護介入を行っていく。
＜要注目患者様＞
・鹿原　博夫様～瘻孔から未消化物が出てくる。硬結著明。洗浄しネオヨジンゲル外用薬塗布する。小声で「痛い」と言う。午後から37.9℃の発熱ありクーリング施行する。
・夏坂　浩美様～発熱なし。血圧93/51mmHgと低めのため入浴見合わせ更衣のみとする。
　　　　　　　　不機嫌さなし。食事は自力で全量摂取する。
・神田　直樹様～多弁、多動、過干渉あり見守り、介入を要している。対応時の易怒性や興奮はなし。ホールで書き物をして過ごしている。
・袴田　将志様～妄想言動はないが、表情の硬さ、多飲水傾向あり見守り、介入を要している。
・松橋　トキ様～白みがかった普通便あり。腹部症状や皮膚の黄染はみられず。バイタルサインの異常もない。
・澤村　幸次郎様～10/29（月）八戸赤十字病院脳神経外科受診の為、10：00～外出予定となっている。家族の送迎だが、付き添いは出来ないとの事。スタッフ同伴で受診となる。
＜措置入院患者様　情報＞
・藤井　崇史様～女性スタッフの名を出し、妻をレイプされたと妄想言動あり。対応は落ち着いている。隔離中は自室内を徘徊している。
